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1.天然 にはア ミノ基 あるいはニ トロ基の根本にメチル分枝鋲

を有する分枝糖の一群 が存在する｡ これ らもま､抗生物質の構成単

位 として､その生理活性の発現に重要な役割 を果 た していると考

え られている｡ これ らの分枝部分の雄築法 としては､従来 スピロ

エビミノ誘導体を経由す る方法 日な どい くつかの方法が報告 され

ている｡ しか しなが ら､一般 に工程数が長 く､また立体選択性が

低いなどの問題点があった｡そ こで従来法 に代わ る簡便で立体違

択性に優れ､かつ高収率 な合成法の開発 を目的 として､カルポニ

ル α位の ア ミノ基根本への直接 メチル分枝導入法 を種 々のウロー

スについて検討 し､知見が得 られたので報告す る｡

2,3･反応基質(i)～(旦)をD-GIcか ら合成 した｡基質 1を用 い､

カルポニル α位へのメチル分枝等人法 として報告 されている下記

の 2つの方法

MethodA)2' LDA,Met,HMPA/THF

MethodB)3) NaH,Mel,He.Vane/DMF

で アミノ基根本へのメチル分枝#人反応 を検討 した｡1をA法で反

応 させた結実､目的物は得 られず､N-メチル誘導体(6)が収率73‡

で得 られた｡ また､1をβ法で反応 させた結果､目的物(7)が立体

選択性 よ く収率70富で得 られた｡以上の結果か ら基質2-5につい～ ′ヽ'

ては郎去を用 い､検討す ることに した｡脱保護が容易なN-Boc､

N-Z誘等体2,3の反応 では目的物(8),(9)がそれぞれ80罵,782:の高収ー･ー
率 で得 られた｡さ らに 3位への分枝斗人 を検討す るため4,5を反′＼_′-

応させた｡4は､OoCと115℃で反応 を行 ったところ､目的物(10)(1..'

が､ どち らも β脱離が優先 した生成物 を与えた｡以上の結果 か ら

基質 1-4はB法で収率 よ く2位 または 3位ア ミノ基根本へ メチル

分枝 を蒔人で きることがわか った｡
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